












ataxia telangiectasia mutated (ATM)遺伝子欠損による腫瘍発生時のセラミド・シグナ

















（Okazaki T., et al.J. Biol. Chem., 264: 
19076-19080, 1989）。 










































対象研究テーマ：in vitro がん幹細胞モデル系の開発に関する研究 
 
研 究 期 間：2010 年 4月 8日～2011 年 3 月 31 日 
研 究 題 目：SMS 抑制による細胞死誘導セラミド・シグナル増強を介した ATM 遺伝子 
欠損マウスにおけるリンパ腫発症機構の制御 
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